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中国地方中部における二つの白亜紀コールドロン―二上山コールドロン
と作東コールドロン―

Two Cretaceous cauldrons in the central Chugoku District, SW Japan -the
Futakamiyama and Sakuto cauldrons-
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西南日本内帯には，膨大な量の白亜紀～古第三紀の火山岩類・深成岩類が広く分布している．こ
れらのうち，山口県や中部地方の濃飛流紋岩類，中国地方東部では，詳細な層序やコールドロン
の単元が明らかにされてきた（武田・今岡，1999；井川・今岡，2001；Yamamoto，2003；山
田ほか，2005；岸ほか，2007）．しかし，中国地方中部については，火山岩類の量が膨大であ
ることや，火山体単元の識別が難しいことから，佐藤ほか（1999）や松本ほか（1994）などを
除いて，詳細な地質構造や層序の解明は不十分である．
そこで，佐藤・今岡(1992)が示唆したコールドロンのうち，中国地方中部に分布する二上山・作
東の両コールドロンの詳細な地質構造や層序を解明した．その結果，両コールドロンは主に流紋
岩質の火砕岩で構成されていることが判明した．二上山コールドロンでは，コールドロン埋積層
の最下位に粗面安山岩が分布しており，その上位に流紋岩質溶結凝灰岩を主とする厚い流紋岩質
火砕岩層，最上位に玄武岩質安山岩が流紋岩質火砕岩と同時異相として分布する．また作東コー
ルドロンでは，コールドロン内部は流紋岩質の火砕岩・凝灰岩で構成され，安山岩質マグマの活
動は認められない．
二上山コールドロンは8×11kmで，作東コールドロン（12.5×18.5km）にくらべて小規模であ
るが，流紋岩質マグマと安山岩質マグマが同時に活動している．また，規模の大きい作東コール
ドロンでは，初期から末期まで一貫して流紋岩質火山活動が続いたということである．
西南日本の白亜紀火山活動は，大きく分けて105Ma前後の関門層群（Imaoka et al., 1993），95
～85Maの阿武層群（岸ほか，2007；弓削ほか，1998；井川・今岡，2001），75～65Maの江津
層群・相生層群・有馬層群（今岡ほか，1982；松浦ほか，1995；尾崎ほか，1995；山元ほか，2
000）の活動が知られている．そして，95～85Maの火山活動の中心は中国地方中～西部である
のに対し，75～65Maの火山活動は，中国地方中～東部を中心としている．
中国地方中部に位置する作東・二上山コールドロンは，これら東西二つの活動場の境界部に位置
している．二上山コールドロンには，85Maの打穴花崗岩が貫入するとされていたが（佐藤・今
岡，1992），筆者たちの調査では両者の関係は断層であり，貫入は確認できない．したがっ
て，二上山・作東の両コールドロンの年代はいまだ不明である．これらのコールドロンが中国地
方西部または東部のいずれの火山活動域に含まれるのかを明らかにすることは，西南日本全体の
白亜紀火山活動の特性を解明する上で重要なカナメとなると考えられる．
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